
いちごドリルプリント

古墳時代 名前

問1 2019年に「百舌鳥・古市古墳群」の一部として世界文化遺産に登録された大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）について、その形状と発見された遺物
の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 形状：前方後円墳、遺物：大陸か
ら伝わった陶磁器の破片

2. 形状：方墳、遺物：死者の身分を
示すための仏像

3. 形状：前方後円墳、遺物：人や動
物の形をした埴輪

4. 形状：円墳、遺物：青銅で作られ
た大型の銅鐸

問2 5世紀後半のものとされる埼玉県稲荷山古墳出土の鉄剣や、熊本県江田船山古墳出土の鉄刀には、「ワカタケル大王」という名が刻まれています
。この事実から推測される当時のヤマト政権の様子について、最も適切な説明はどれですか。 （2026年 和歌山県公立入試 類似）

1. 大王の地位は固定されておらず、
各地の豪族が交代でその任に就いて
いた。

2. 大王の支配力が、関東地方から九
州北部まで広範囲に及んでいた。

3. 各地の豪族が大王の許可なく、独
自に大陸と外交を行っていた。

4. 大王は奈良盆地周辺のみを治める
、限定的な勢力に留まっていた。

問3 埼玉県にある稲荷山古墳から「ワカタケル大王」の名が刻まれた金錯銘鉄剣が出土した一方で、熊本県にある江田船山古墳からも同様に大王の
名が記された鉄刀が見つかっています。これらの発見から推測される、5世紀後半における大和政権の状況として最も適切なものはどれですか。
（2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 九州地方と関東地方の豪族が連合
して、大和政権に対抗していた。

2. 大和政権の本拠地が、近畿地方か
ら関東地方へ移転した。

3. 大和政権の支配力が、九州から関
東までの広い範囲に及んでいた。

4. 朝鮮半島から伝わった鉄器の製造
技術が、関東地方でのみ独占されて
いた。

問4 大和政権（ヤマト王権）において、朝鮮半島から移り住んだ人々の知識や能力が、政権の運営にどのように活かされたか。当時の記録や実務に
関する説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 九州北部の沿岸部で、唐や新羅な
どの外国勢力の侵攻を監視・防御す
る軍事的な役割に特化した。

2. 独自の文字を開発することで、そ
れまで口伝のみであった日本の神話
を初めて文字で記録した。

3. 文字の読み書きや計算の能力を活
かし、公文書の作成や財政管理とい
った行政実務を担った。

4. 将軍から土地の支配権を認められ
る代わりに、軍役や番役を果たす主
従関係の基盤となった。

問5 古墳時代の文化において、古墳の頂上や周囲を囲むように並べられた、円筒の形や人間、家などの形を模した土製の焼き物を何といいますか。
（2024年 三重県公立入試 類似）

1. 土偶 2. 埴輪 3. 銅鐸 4. 須恵器

問6 世界文化遺産に登録された百舌鳥・古市古墳群には、5世紀頃に造られた日本最大の前方後円墳である大仙古墳が含まれている。このような巨大
な古墳が築かれた時代の外交の特徴として、適切なものはどれか。 （2020年 香川県公立入試 類似）

1. 唐へ遣唐使を派遣し、律令に基づ
く中央集権的な国家体制を導入した
。

2. 中国の北朝へ使者を送り、仏教を
公式に伝えるよう要請した。

3. 中国の南朝へ使者を送り、自らの
地位を認めてもらう活動を行った。

4. 元（モンゴル）からの服属要求を
拒否し、九州沿岸の防備を固めた。

問7 滋賀県の古保利古墳群のように、この時期に築造された前方後円墳などの古墳文化は、当時の東アジア情勢と深く関わっています。4世紀末から
5世紀にかけての、日本（倭）と朝鮮半島諸国との関係についての説明として正しいものを次から選びなさい。 （2024年 滋賀県公立入試 類似）

1. 日本は高句麗と連合して百済を攻
め、その見返りとして仏教の公伝を
受けた

2. 当時の日本は聖徳太子を中心に、
隋に対して「日出づる処の天子」で
始まる国書を送ることに専念し、半
島情勢には介入しなかった

3. 高句麗の好太王（広開土王）の碑
文には、倭が海を渡って百済や新羅
を破り、高句麗と戦ったことが記さ
れている

4. 日本は新羅と強固な同盟を結び、
高句麗を滅ぼして朝鮮半島北部に領
土を広げた

問8 5世紀の日本において、埼玉県稲荷山古墳や熊本県江田船山古墳から出土した鉄剣・鉄刀に銘文として刻まれていた大王の名として正しいものを
、次の選択肢の中から1つ選びなさい。 （2025年 宮崎県公立入試 類似）

1. 中大兄皇子 2. 聖徳太子 3. 卑弥呼 4. ワカタケル大王

問9 古墳時代、朝鮮半島から日本列島に移り住んだ人々によって、新たな土器の製作技術が伝えられました。専用の窯（かま）を用いて高温で焼成
されることで、それまでの土器に比べて非常に硬く、色が灰色をしていることが特徴の土器を何と呼びますか。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 縄文土器 2. 弥生土器 3. 土師器 4. 須恵器

問10 大阪府の「百舌鳥・古市古墳群」に代表される、5世紀ごろに築かれた巨大な前方後円墳についての説明として最も適切なものはどれですか。
（2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 大和政権の最高権力者である大王
（おおきみ）の強大な権力を示すも
のである

2. 北条氏が執権としての地位を確立
するために、各地の武士に命じて造
らせたものである

3. 律令国家の成立後に、地方を治め
るために任命された国司の墓として
造られたものである

4. 鎌倉幕府の将軍が自らの権威を示
すために仏教の教えに基づいて建立
したものである

問11 5世紀頃、大和政権の王（倭の五王）が中国の南朝へ繰り返し使者を送った主な目的として、最も適切な説明はどれか。 （2020年 香川県公立入試 類似）

1. 唐の勢力拡大に対抗するため、朝
鮮半島の百済や新羅と結んで軍事同
盟を強化するため。

2. 隋に対して対等な立場での外交を
求め、小野妹子を派遣して中国の進
んだ律令制度を学ぶため。

3. 朝鮮半島南部における軍事的な指
揮権を認めさせ、鉄資源の確保など
の面で他国より優位に立つため。

4. 中国の北朝から公式に仏教を取り
入れることで、鎮護国家の思想に基
づいた国づくりを行うため。

問12 古墳時代に見られる、上から見ると鍵穴のような形（一方が四角く、一方が丸い）をした古墳の特徴について述べた文として、正しいものはど
れですか。 （2021年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 鎌倉時代に幕府の許可を得た武士
のみが、自分の領地に築くことがで
きた

2. 弥生時代に中国大陸から伝わった
形式であり、主に北九州地方で多く
見られる

3. 近畿地方を本拠とする大和政権の
拡大に伴い、各地の首長に受け入れ
られた形式である

4. 聖徳太子による冠位十二階の制定
と同時に、身分を示す墓として推奨
された

問13 古墳時代に朝鮮半島から渡来人が渡ってきた時期の文化についての説明として、渡来人が伝えた土器の特徴を表しているものはどれですか。
（2025年 岩手県公立入試 類似）

1. 低温で焼かれた、あつ手で褐色の
縄文土器

2. 高温で焼かれた、かたくて灰色の
須恵器

3. 表面に縄目の文様がつけられた深
鉢形の土器

4. 薄手でかたく、赤褐色をした弥生
土器


